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1.  平成21年12月期第3四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第3四半期 28,074 ― 360 ― △40 ― 490 ―
20年12月期第3四半期 28,442 13.8 513 △65.3 △13 ― 91 △82.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第3四半期 3.94 ―
20年12月期第3四半期 0.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第3四半期 109,642 23,275 19.6 172.56
20年12月期 130,594 23,282 16.5 172.72

（参考） 自己資本   21年12月期第3四半期  21,469百万円 20年12月期  21,489百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 4.00 4.00
21年12月期 ― 0.00 ―
21年12月期 

（予想）
4.00 4.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,230 △1.1 1,190 △17.5 670 △14.2 880 72.1 7.07

－ 1 －



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1)上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績につきましては、様々な要因により、予想
数値と異なる場合があります。 
(2)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第3四半期 124,435,000株 20年12月期  124,435,000株
② 期末自己株式数 21年12月期第3四半期  19,138株 20年12月期  16,862株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第3四半期 124,416,816株 20年12月期第3四半期 124,419,373株

－ 2 －



 当第３四半期連結累計期間（平成21年1月～平成21年9月）におけるわが国の経済は、昨年秋以降の米
国の金融危機を発端とした世界的な景気後退から持ち直し傾向は確認されたものの、急速に進んだ円高の
影響や雇用・設備の過剰感が改善されないなど持続的な景気回復に向けて不安材料も多く、先行きは不透
明な状況が続くことが予測されます。  
一方、石油事業では国内における石油製品の需要の減少が加速している状況にあり、設備過剰問題が浮上
してくるなど勝ち残りの条件が一段と厳しいものとなってきております。  
 当第３四半期連結累計期間において、当社は京浜製油所水江工場において計画整備工事を完工するとと
もに、京浜製油所の各装置は概ね計画通りの操業を続け、原油および原料油処理量は、6,595千キロリッ
トルとなりました。  
 しかしながら、電気事業で使用する燃料仕入価格の高騰分について、東京電力株式会社への電力卸供給
価格に契約上十分には転嫁できない状況が継続して発生しております。  
 このような状況の下、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高28,074百万円、営業利益360百万
円、経常損失40百万円となりました。  
 また、関連会社である扇島石油基地株式会社の石油基地施設の撤去費用について、平成19年度に引き当
てた費用を見直した結果、当該費用が減少することとなったため、引当金の戻し入れ額を特別利益として
計上しております。  
 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の四半期純利益は490百万円となりました。  
  

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は109,642百万円となり、前連結会計年度末に比べ20,952
百万円の減少となりました。これは主に立替揮発油税等が減少したことによるものです。負債は86,366百
万円となり、前連結会計年度末に比べ20,945百万円の減少となりました。これは主に未払揮発油税等が減
少したことによるものです。 
 純資産は23,275百万円となり、前連結会計年度末に比べ6百万円の減少となりました。これは主に利益
剰余金が四半期純利益により増加したものの配当金の支出により減少したことによるものです。 
 以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は19.6%となりました。 
  
  

  

今後の見通しにつきましては、前述の通り国内における石油製品の需要の減少が加速している状況にあ
り、それは景気循環などに起因する一過性のものではなく構造的な要因により生じている事態であること
から、設備過剰問題が浮上してくるなど、石油業界を巡る事業環境は悪化の度合いを深めております。  
 このような激変する事業環境にあって、当社グループとしては今年も引き続き「アジア最強の競争力を
有する製油所の実現」というコーポレートビジョンのもと、経営基盤であるHSSE（安全・安定操業の確
保、環境保全、危機管理、健康の推進）を確保し、付加価値の最大化ならびにコスト削減に努めて競争力
を更に強化し、企業間競争に勝ち残り、主力製油所として持続的発展を確固たるものにしていくよう全力
を尽くす決意であります。  
 なお、平成21年7月31日の決算発表時に公表した平成21年12月期の連結業績予想に変更はございませ
ん。  
  
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  
減価償却費の算定における簡便的な会計処理 
 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期
間按分して算定する方法によっております。 

  

  

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財
務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。 
 また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

  第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基準」企業
会計基準委員会 企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益
性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
 この変更による損益に対する影響はありません。 

  

③ リース取引に関する会計基準 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月
17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度
委員会）、平成19年３月30日改正））を平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期
連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこ
れらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理に変更しております。 
 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
  なお，リース取引開始日が当基準適用初年度開始前（平成20年12月31日以前）の所有権移転外フ
ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており
ます。 
 この変更による損益に対する影響はありません。 

  

（追加情報） 

有形固定資産の耐用年数の変更 
  当社及び連結子会社は、一部の機械及び装置等の有形固定資産について、法人税法の改正を契機に耐
用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法による耐用年数に変更しており
ます。 
 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、そ
れぞれ299百万円減少しております。 
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,589 4,251

売掛金 2,890 3,826

たな卸資産 2,423 2,050

立替揮発油税等 36,387 53,118

その他 2,876 2,082

流動資産合計 48,168 65,329

固定資産   

有形固定資産   

構築物（純額） 8,197 8,796

機械及び装置（純額） 23,598 26,075

土地 19,430 19,450

その他（純額） 4,546 5,631

有形固定資産合計 55,772 59,953

無形固定資産 269 252

投資その他の資産 5,431 5,058

固定資産合計 61,473 65,264

資産合計 109,642 130,594

負債の部   

流動負債   

買掛金 198 143

短期借入金 26,548 26,534

未払揮発油税等 34,655 50,588

引当金 677 342

その他 4,478 8,354

流動負債合計 66,558 85,963

固定負債   

長期借入金 9,850 11,898

退職給付引当金 1,746 1,751

特別修繕引当金 2,289 1,880

修繕引当金 5,015 4,319

その他の引当金 16 13

負ののれん 52 210

その他 837 1,275

固定負債合計 19,807 21,348

負債合計 86,366 107,312
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,415 8,415

資本剰余金 4,687 4,687

利益剰余金 8,143 8,150

自己株式 △3 △3

株主資本合計 21,242 21,250

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 226 239

評価・換算差額等合計 226 239

少数株主持分 1,805 1,792

純資産合計 23,275 23,282

負債純資産合計 109,642 130,594
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年９月30日) 

売上高 28,074

売上原価 26,619

売上総利益 1,454

販売費及び一般管理費 1,093

営業利益 360

営業外収益  

受取利息 3

負ののれん償却額 157

その他 27

営業外収益合計 188

営業外費用  

支払利息 353

固定資産処分損 114

その他 120

営業外費用合計 588

経常損失（△） △40

特別利益  

前期損益修正益 422

固定資産売却益 93

特別利益合計 516

税金等調整前四半期純利益 475

法人税、住民税及び事業税 419

法人税等調整額 △447

法人税等合計 △27

少数株主利益 13

四半期純利益 490
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

東亜石油㈱（5008）平成21年12月期 第3四半期決算短信

－ 8 －



「参考資料」 

 前年同四半期に係る財務諸表等 

  

（要約）四半期連結損益計算書 

 

前年同四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日
至 平成20年９月30日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 売上高 28,442

Ⅱ 売上原価 26,828

売上総利益 1,613

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費

1,100

営業利益 513

Ⅳ 営業外収益

１ 受取利息 6

２ 受取賃貸料 26

３ 負ののれん 
  の償却額

157

４ その他 42 233

Ⅴ 営業外費用

１ 支払利息 441

２ 固定資産処分損 80

３ その他 238 760

経常損失（△） △13

Ⅵ 特別利益 202

Ⅶ 特別損失 123

税金等調整前 
四半期純利益

65

法人税、住民税 
及び事業税

168

法人税等調整額 △277 △109

少数株主利益 83

四半期純利益 91
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